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特集・学生支援体制の現状と展望
は
じ
め
に

立
命
館
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
全
学
型
と
学
部
型
が
並
行
し

て
発
展
、
展
開
し
て
き
た
点
に
特
長
が
あ
る
。
筆
者
は
二
〇
〇
三
年

の
赴
任
以
来
、
前
者
（
全
学
型
キ
ャ
リ
ア
教
育
）
を
ほ
ぼ
一
手
に
所

掌
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
そ
の
歩
み
を
下
地
に
立
命
館
大

学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
じ
た
学
生
支
援
の
全
体
像
を
紹
介

す
る
。
な
お
、
以
下
、
立
命
館
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
全
学
型
を

指
す
。

立
命
館
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
優
れ
た
産
学
連
携
教
育
の
ひ

と
つ
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
コ
ア
に
成
長
、
発
展
し
て
き
た
点
で
、

極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
端
緒
は

一
九
九
二
年
に
遡
り
、
国
際
関
係
学
研
究
科
か
ら
一
一
名
の
院
生
が

企
業
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
が
赴
任
し
た
二
〇
〇
三
年
度
時
点

で
の
派
遣
数
は
、
大
学
が
掌
握
し
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
学
部
、
研

究
科
を
合
計
し
八
〇
〇
名
超
に
達
し
、
西
日
本
有
数
の
先
駆
校
の
位

置
づ
け
に
あ
っ
た
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
職
業
訓
練
を
軸
と
す
る
狭

義
の
概
念
と
、
キ
ャ
リ
ア
発
達
段
階
に
適
合
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編

成
を
中
心
に
展
開
す
る
広
義
の
概
念
に
分
か
れ
る
。世
界
的
に
見
て
、

理
論
と
実
践
の
両
輪
を
展
開

　
～
総
合
大
学
型
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
追
究
～

加
藤
敏
明

（
立
命
館
大
学
　
共
通
教
育
推
進
機
構
教
授
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー
長
）
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前
者
は
教
育
主
体
の
教
育
機
関
で
重
要
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
一

方
、
後
者
は
研
究
重
視
の
い
わ
ゆ
る
有
力
校
が
主
な
舞
台
だ
。
キ
ャ

リ
ア
教
育
に
は
別
次
元
の
区
分
も
あ
る
。
学
内
、
す
な
わ
ち
教
室
の

中
で
展
開
さ
れ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
外
で
行
わ
れ

る
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
あ
る
。

い
く
つ
か
の
海
外
先
駆
校
の
視
察
を
経
て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
展

開
に
お
い
て
、
こ
の
ふ
た
つ
の
区
分
整
理
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か

を
痛
感
す
る
。
結
果
、
立
命
館
大
学
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
教
学
委

員
会
を
中
心
に
座
学
（
正
課
重
視
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
）
と
実
践
（
産

学
連
携
教
育
）
の
両
輪
を
稼
働
さ
せ
る
方
針
が
確
定
し
た
。

二
〇
〇
四
年
春
の
こ
と
で
あ
る
。

実
践
は
理
念
か
ら
着
手

教
育
の
根
底
は
、理
念
で
あ
る
。
理
念
は
英
知
の
集
積
か
ら
な
り
、

だ
か
ら
こ
そ
人
を
育
て
る
原
動
力
と
な
り
得
る
。
そ
こ
で
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
展
開
の
第
一
歩
と
し
て
二
〇
〇
四
年
度
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
基
本
理
念
を
策
定
（
資
料
１
）。
そ
れ
に
基
づ
き
、
事
前
・

事
後
研
修
を
抜
本
的
に
見
直
し
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
が
世
界
的
に
教
育
機
関
に
普
及
し
た
の
は「
学
び
の
検
証
」

と
し
て
高
い
有
効
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
な
ぜ
、今
、

学
ん
で
い
る
の
か
」。
学
業
に
励
む
学
生
が
え
て
し
て
迷
い
込
む
隘

路
だ
。
就
労
と
い
う
強
い
社
会
的
活

動
を
通
じ
て
、
学
問
の
根
本
的
意
義

や
学
ぶ
行
為
の
社
会
性
、
ひ
い
て
は

自
己
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
の
強
い
相

関
を
自
覚
、
自
認
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス

に
戻
り
一
段
と
高
い
意
識
の
も
と
で

学
業
に
励
む
。
こ
の
学
び
の
循
環
こ

そ
が
世
界
的
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
り

得
た
最
大
要
因
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
な
ど
を
参

照
し
開
発
し
た
「
専
攻
学
問
検
証
シ

ー
ト
」
を
事
前
・
事
後
研
修
を
通
じ

て
活
用
し
、
常
に
学
生
た
ち
に
学
び

の
検
証
を
意
識
づ
け
る
構
成
と
し
た
。

導
入
後
は
右
肩
上
が
り
に
派
遣
学
生
数
が
増
え
、
二
〇
〇
六
年
度
に

は
大
学
把
握
分
と
し
て
一
三
〇
〇
名
に
達
し
、今
日
に
至
っ
て
い
る
。

日
本
型
コ
ー
オ
プ
教
育
の
追
究

量
的
拡
大
と
と
も
に
追
究
し
た
の
が
、
質
の
向
上
で
あ
る
。
折
し

も
二
〇
〇
五
年
度
は
、
一
九
九
五
年
の
科
学
技
術
基
本
計
画
制
定
を

資料１

基本理念（Philosophy）
１、�「学生の学びと成長の促進」を実現する教学プログラム
である

２、�経済社会で働く経験（広義の産官学地連携）を通じて学
問に対する社会の要請と意義を認識する

３、�社会や職業における諸課題を解決する実践的能力を身に
つけ、自立心と向上心を併せ持つ、総合的な人間力を高
める
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受
け
、
一
九
九
七
年
に
国
に
よ
り
打
ち
出
さ
れ
た
「
ポ
ス
ド
ク
等

一
万
人
支
援
計
画
」
が
逆
に
ポ
ス
ド
ク
の
大
量
余
剰
問
題
を
引
き
起

こ
し
、
オ
ー
バ
ー
ド
ク
タ
ー
と
と
も
に
社
会
問
題
化
し
た
時
期
で
も

あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
理
系
大
学
院
生
の
育
成
課
題
で
あ
る
。
そ
ん
な

中
、
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
専
門
教
育
課
を
中
心
に
理
系
大
学
院

生
を
対
象
と
す
る
競
争
的
支
援
資
金
制
度
の
創
設
を
目
指
す
動
き
が

あ
り
、
企
画
段
階
か
ら
関
わ
っ
て
き
た
筆
者
は
「
派
遣
型
高
度
人
材

育
成
推
進
委
員
会
」
の
委
員
に
選
出
さ
れ
る
。
こ
の
場
で
、
前
年
に

研
究
発
表
を
行
っ
た
世
界
コ
ー
オ
プ
教
育
協
会
（W

orld 
A
ssociation for　

Cooperative Education
、
以
下
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｅ
）

に
お
け
る
情
報
を
提
供
し
、
高
度
人
材
育
成
を
目
的
と
す
る
発
展
型

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
コ
ー
オ
プ
教
育
の
日
本
へ
の
導
入
と
普
及
に

向
け
た
競
争
的
資
金
、「
産
学
連
携
に
よ
る
高
度
人
材
育
成
～
派
遣

型
高
度
人
材
育
成
協
同
プ
ラ
ン
～
」
が
予
算
化
さ
れ
た
。

並
行
し
て
、
立
命
館
大
学
独
自
の
コ
ー
オ
プ
教
育
に
着
手
す
る
。

そ
れ
が
、
二
〇
〇
五
年
度
後
期
開
講
の
コ
ー
オ
プ
演
習
（
全
学
の
研

究
科
、
学
部
対
象
。
選
択
科
目
）
で
あ
る
。
幸
い
、
同
プ
ラ
ン
に
採

択
さ
れ
、
事
実
上
、
日
本
型
コ
ー
オ
プ
教
育
と
し
て
国
の
認
証
を
得

た
か
た
ち
と
な
っ
た
。

育
成
の
主
眼
は
理
系
大
学
院
生
（
Ｍ
１
）
に
置
き
、
四
か
ら
五
名

の
学
部
生
（
三
回
生
）
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
る
チ
ー
ム
を
編
成
。
企
業

が
抱
え
る
現
実
課
題
の
解
決
（
企
画
・
立
案
）
に
挑
戦
す
る
半
年
間

に
及
ぶ
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、そ
れ
が
コ
ー
オ
プ
演
習
で
あ
る
。

欧
米
で
は
半
年
間
程
度
の
期
間
は
常
識
の
範
疇
だ
が
、
我
が
国
で
は

受
け
皿
で
あ
る
企
業
等
の
負
担
か
ら
な
か
な
か
実
現
し
難
い
の
が
現

実
。
そ
こ
で
、「
通
い
を
前
提
と
し
な
い
」
か
た
ち
で
展
開
す
る
こ

と
と
し
た
。
ま
さ
に
、
日
本
型
コ
ー
オ
プ
教
育
な
の
で
あ
る
。
学
生

チ
ー
ム
は
後
期
セ
メ
ス
タ
ー
期
間
中
、
自
ら
の
力
で
事
例
を
調
べ
、

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
作
成
し
配
布
、
集
計
、
分
析
す
る
。
時
に
遠
方

に
出
向
き
専
門
家
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
。
大
学
側
は
、
基
本
的
な
ス

キ
ル
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
各
種
研
修
（
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

企
画
立
案
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）
は
用
意
す
る
も
の
の
、

極
力
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
学
生
の
自
律
的
な
学
び
）
の
本
質
を
崩

さ
ぬ
よ
う
学
習
活
動
に
あ
え
て
関
与
し
な
い
。

そ
の
過
程
で
、
二
つ
の
重
要
な
成
果
を
筆
者
は
手
に
す
る
。
ま
ず

は
、
教
育
手
法
で
あ
る
。

教
え
て
は
、
い
け
な
い

ど
う
し
て
も
解
い
て
お
き
た
い
誤
解
が
あ
る
。
文
科
省
の
委
員
会

で
も
度
々
議
論
に
な
っ
た
こ
と
だ
が
、
コ
ー
オ
プ
教
育
を
説
明
す
る

と
決
ま
っ
て
、
工
学
系
教
員
な
ど
か
ら
「
そ
ん
な
も
の
は
昔
か
ら
取

組
ん
で
き
た
」
と
い
う
反
応
が
返
っ
て
く
る
。
未
だ
日
本
に
定
着
し
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工程 チーム座標 症状 傾向 対処指針 具体的対処法（コーディネーター教員）

初回研究会
（７月初旬）

なし
○高揚感
▲不安感

一種の高揚感とともに、多くの学生が未体験の学習プログラ
ム（初対面同士が半年間に及ぶ濃い学習活動を展開）を前
に、強い緊張感を隠せない。

学習特性の文脈的理解
インターンシップならではの二つの学び「学問の応用力と自律」を学ぶ意義や意味を、履修
生の立場で考えさせ理解させる。教室の中の学びとともに、コーオプ演習が社会に巣立つ直
前においていかに重要な学びの構造をなしているかを深く理解させる。

リスクマネジ
メント研修

なし
○学習達成感
▲不理解

情報の漏えいが主な学習点。全学プログラムのメニューを援
用しているだけに演習に落とし込む必要があるが、実行する
学生はさほど多くない。

リスクマネジメントの基礎
的学習とコーオプ演習への
応用

提出レポートで理解度と演習へ応用しようとする意思、思考部分を確認すること。

活性チーム ○意思疎通良好
意思疎通の良し悪しはチームメンバーの所在地に関わらな
い。個々のメンバーの資質によるところが大きい。

傍観（基本） メールで報告が入る場合がある。その場合は、主に自信のサポートを行うこと。

不活性チーム
▲倦怠

▲意思疎通不足
同上。 傍観（基本） 後日、企業研修や学内研究会などで状況と原因の所在確認が必要。

コーオプ教育
概論

（９月初旬）
なし

○充足感
▲不理解

コーオプ演習を見渡す力量のある学生にとっては、講義後半
のスキル編は極めて高い充足感を得るメニュー。該当外の学
生にとっては、ひたすら５日間の重い講義として受け止めら
れやすい。

１、演習の文脈的理解
２、必須スキルの習得

指導教員にとってコーオプ演習は稼動後は実質的に教示不可となる。このため、同講義の後
半に用意した統計分析、調査法、論理的思考、発想法といった課題解決に必須のスキル習得
を目指す。

プレゼン研修
（９月上旬）

なし
○不安解消

▲短絡的認知
講師の明快な教示は、絶対的な「答え」を求めようとする学
生の欲求に強く合致する。

プレゼン技能の習得
パフォーマンスに頼らず、論理的な強い説得力を持つプレゼン技法とは何か、についてどの
くらい理解したかを追って確認する。ただし、論理的な展開が唯一の解であると短絡的に認
知してしまう点には、充分な配意が必要。

高評価チーム ○高い充足感
連携企業とチームは事実上、初対面となるため、この段階で
は評価が甘めとなる。

傍観（基本）
夏期休暇中ながら、メールで報告する場合あり。企業研修初日のプレゼンでの高評価を報告
する事例が多く、自信のサポートの面からも丁寧に対応することが重要。

低評価チーム ▲深い反省
上記の背景がありながら辛口の評価を受けるのは、ここまで
の過程で充分学習活動を展開してこなかった証左。

傍観（基本）
受入企業からの報告に留意。異変が認められれば直ちに対処する。特に遅刻などは業務日誌
からも洩れやすい。機会をみて、必ず確認しておくこと。

企画立案研修
（９月末）

なし
○不安解消

▲短絡的認知
プレゼン研修に引き続き、明快な講師の教示に「答え」を求
める学生は心を動かす。

企画立案の基礎力の学習
事実に基づく企画立案の奥の深さ、広がりについての基本的な認識を後日確認すること。た
だし、論理的な構築や展開が唯一の解であると短絡的に認知してしまう点には充分な配意が
必要。

活性チーム
○高揚感
▲不安感

一種の高揚感とともに、演習が本格稼動することへの不安感
も同居している。

学習特性の文脈的理解
インターンシップならではの二つの学び「学問の応用力と自律」の重要性を改めて思い起こ
させる。プレゼン、企画立案の両研修や、企業研修における実務などを通じて、学生の本分
を離れがちになりやすい時期だからこそ。

不活性チーム
▲不安感

▲論理的束縛

プレゼン、企画立案の両研修を終え、企業研修で事実上のプ
レゼン評価も受けていることから、チームで、個人で早くも
壁に突き当たっている事例がある。

研修の学習成果総括

プレゼン、企画立案両研修を担当する木島氏の影響が良くも悪くも出る時期。論理的に明快
に課題解決にあたる訓練としては問題ないが、学生らしい伸びやかな発想を離れ、論理構築
に縛られがちになるチーム、学生は少なくない。木島氏はプレゼン、企画立案プロとして発
言しており、全てが学生の学習活動に合致しない点をこの段階で十分に理解させておくこと
が肝要。

活性チーム ○人的適合 チームのメンバー間の人間関係が良好。 傍観（基本）
インターンシップを基本とする演習の性格を肌で理解させるためにも、この段階では直接教
示することは厳禁。

不活性チーム ▲人的不適合

企業研修ではメンバーが業務上分散する場合がある。このた
め、チームとして活動するのは実質的にこの時期からで、人
間関係の適合性が浮き上がりやすい段階でもある。不適合の
学生は、早くも遅刻、欠席の傾向を示す。

傍観（基本） 同上。ただし、チーム内の人間関係には一定の配意が必要。

活性チーム ○旺盛な行動
学外での活動（セミナー参加など）やアンケート調査などは
主にこの時期。

傍観（基本）
インターンシップを基本とする演習の性格を肌で理解させるためにも、この段階では直接教
示することは厳禁。教室外での活動を促進するコメントは有効。

不活性チーム ▲行動力の欠如
もともと議論が活性化しない中、堂々巡りが生じやすいのが
この時期。この手のチームの典型的な傾向は腰の重い（行動
力の欠如）こと。

傍観（基本） 同上。特に、「考えるより動いてみよ」は重要な指導。

活性チーム
○進捗感

▲若干の倦怠
どのようなチームも、この段階で一度は倦怠に包まれる。議
論も新鮮味が薄くなりがち。

１、議論のあり方理解
２、自信のサポート

相手の意見を柔軟に受入れつつ、自分の主張を明確にする議論の基本を改めて教示するのが
有効。特に発案を求める場合は、ブレーンストーミングの原則を堅持し、決して批判しては
ならないことと強く教示する必要がある。

不活性チーム ▲方向性の欠如
不活性チームにとって、第一の大きな壁の到来がこの時期。
実質的な学習活動の実績がないだけに、焦りも台頭する。文
字通り、目標を見失いやすい段階にある。

１、自信のサポート
２、課題からの一時開放

学生チームに寄せられる期待を改めて教示するのが有効。若手の社員では出てこない斬新な
切り口、発案こそが生命線。そのために、チーム内の雰囲気を明るく軽くする必要がある。
必ずしも演習に関係のないエピソード（企業文化や社会問題など）を持ち出し、一次的に課
題から開放してあげるのも有効。

活性チーム
○挑戦意識
▲不安感

学習活動の進捗度が高い分、取りまとめに苦労する。業務が
リーダーに押し付けられる傾向も。

１、自信のサポート
２、役割分担の徹底

学部生に対して、取りまとめ業務から逃げない点を強く教示。

不活性チーム ▲不安感 チーム全体が準備不足感からくる不安感そのもの。
１、自信のサポート
２、責任感の涵養

チームメンバー全員に対して、責任感の重さを強調する。決して直接的な手助けを行わない
ことが肝要。

高評価チーム
○活性化
▲安堵感

高い評価に、ここまでの過程への自信を持つ。逆に、もう目
標達成は半ば実現したかのような感覚に陥り、気の抜けた状
態を示す場合もある。

１、自信のサポート
２、慢心への戒め

１、高評価を素直に共有する。
２、過去の高評価チームが辿った慢心による過ちを、具体例を挙げつつ指導する。

低評価チーム
▲沈滞感

程度の差こそあれ、ここまでの過程への自信を喪失。軽度の
場合は、原点に立ち返えろうとする方向性が典型。中度の場
合は放心状態で、学習活動は事実上休止状態。比較的重い症
状になると、チーム内の人間関係にも影響が出る場合があ
る。

１、自信の復活
２、課題からの一時開放

１、低評価の原因について簡単に振り返る。
２、評価には主観的部分が伴う点、批判的な指摘をあえて求める中間発表の性格、関係者が
出揃う成果発表の様子などをもとに、評価そのもののあり方について丁寧に教示する。
３、症状の重い場合は、学習活動を意図的に中断し、人間関係に関わるエピソード（会社人
間の作られ方など）を用いた雑談にあえて持ってゆく工夫も有効。

活性チーム
○安定感
▲抽象化

目標設定が定まり、学習活動に安定感が認められる。反面、
余裕の裏返しかやや抽象的な議論に傾斜する傾向が現れるの
もこの時期。

１、傍観（基本）
２、議論の精査

１、原則として学習活動に介入しない。
２、議論が抽象化していると認められる際のみ、コンテンツ（考え方）とプラン（企画立
案）の決定的相違について教示する。

不活性チーム
○回復感
▲沈滞感

中間発表の結果を引きずり続ける。発表直後に比べチームの
状況は改善の兆し。

１、自信の復活
２、課題からの一時開放

１、学習活動の沈滞を指摘してはいけない。
２、学生らしいプランとは何か、社会人にない強みとは何か、改めて明るい論調で教示す
る。過去の成功例のエピソード（沖縄銀行、ゴールドマンサックスなど）を用いるのが望ま
しい。

活性チーム
○安定感

▲到達努力
学習活動が順調である反面、工程管理意識が出るのもこの時
期。残る期間で到達目標を計算してしまうもの。

１、傍観（基本）
２、目標の確認

１、原則として学習活動に介入しない。
２、必要に応じて学生のプランは解決で評価されるものでなく、独創性にあることを強く教
示する。まとまりの良い成果よりも発案に満ち溢れた成果を目指すことを再確認する。

不活性チーム
▲倦怠感
▲重責感
▲抽象化

①学習活動の長期化に伴う倦怠、②膨大な調査、データの集
積とその集約に対する恐れ、などを背景に、第二の大きな壁
が出現する時期。症状の特徴としては、議論がマンネリ化し
抽象化する。チーム内の雰囲気は極めて暗い。

１、プランへの誘導
２、リーダーのサポート

１、コンテンツ（抽象的概念）とプラン（具体的発案）の相違、学生ならではの学習活動の
意味などを丁寧にレクチャーする。
２、負荷のかかるリーダーの心のケアが重要。自信のサポート。

活性チーム
○挑戦意識
▲不安感

士気高く、意識が極端に高揚する時期。同時に、漠然とした
不安感も強く併せ持つ。

１、到達目標の再確認
２、プランへの誘導
３、体調管理への配慮

１、成果に目が向く余り、全体像を見失いやすい。学生ならではの立案を改めて確認。
２、リハーサル時に、改めてコンテンツに留まる部分がないか点検を行い適宜指導する。
３、合宿などが行われる事例多く、体調管理は重ねて強調する。

不活性チーム
▲不安感
▲重責感
▲焦燥感

長期間に及ぶ学習活動の成果として持つ不安感、重責感、焦
燥感が重なり合う時期。時に投げやりな言動も認められる。

１、プライドの喚起
２、責任感の涵養
３、アイデアの提供

１、立命館大学生として課題に立ち向かう意義を丁寧に説明する。
２、逃げては何事も解決しない事実を具体例を挙げつつ教示する。
３、以上を前提に、チームの到達度を見極め、発案を引き出しながら時に踏み込んで、教員
がアイデアを提示する必要もある。ただし、アイデアはあくまでヒントになるもの、そこか
ら考えさせる糸口となるものでありたい。

活性チーム
○達成感
○開放感
○充足感

受入者の評価が高く、すべて良好な状態。 慰労と評価
教室では経験し難い達成感、開放感、充足感を体感。この貴重な経験を残る学生生活や将来
のキャリア形成につなげるよう賛辞とともに補足する。
報告書作成など、何事も締めくくりが重要であることも示唆する。

不活性チーム ▲徒労感 受入者の評価が低く、呆然とした状態。
１、慰労
２、総括

１、半年間の努力は評価する。
２、評価を得られなかった原因は、概ね本人たちが充分理解している。チーム内の不和、
リーダーへの不信などに目が向き勝ちだが、原因は必ずチームの個々の顔ぶれが抱えてい
る。失敗は必ず自己の成長に結びつけるよう、内省化するよう指導する。

成果発表直後
（１２月末）

後期初回研究
会

（１０月初
旬）

企業研修
（９月下旬）

研修初期１
（１０月前

半）

研修初期２
（１０月後

半）

中間発表直前
（１１月中

旬）

研修中期
（１１月上

旬）

中間発表直後
（１１月下

旬）

成果発表直前
（１２月下

旬）

研修後期１
（１２月初旬）

研修後期２
（１２月中旬）

資料２　ペースメーカー教育手法による指導要領（How to Teaching as Pacemaker）

夏期休暇
（７～９月）
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て
い
な
い
は
ず
の
コ
ー
オ
プ
教
育
が
な
ぜ
？
答
え
は
、産
学
連
携「
教

育
」
と
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（project based learning

）、産
学
連
携
「
研
究
」

と
の
誤
解
あ
る
い
は
混
同
だ
。
分
か
り
や
す
い
例
え
を
用
い
よ
う
。

企
業
が
抱
え
る
現
実
課
題
に
学
生
チ
ー
ム
が
貴
方
（
指
導
教
員
）
の

眼
前
で
取
組
ん
で
い
る
と
す
る
。
学
生
の
一
人
が
質
問
し
て
く
る
。

「
先
生
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
（
技
術
、
知
識
の
）
壁
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
」

産
学
連
携
研
究
だ
と
、
教
員
の
答
え
は
「
こ
れ
は
だ
な
、（
以
下
、

具
体
的
な
レ
ク
チ
ャ
ー
）」
と
指
導
す
る
は
ず
だ
。
ゼ
ミ
に
多
い
Ｐ

Ｂ
Ｌ
型
授
業
だ
と
、「
こ
の
本
を
読
み
な
さ
い
。
そ
れ
に
こ
れ
も
ね
」

と
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
、コ
ー
オ
プ
教
育
（
産
学
連
携
教
育
）

の
教
員
は
違
う
。「
面
白
い
展
開
だ
ね
ぇ
」の
一
言
と
と
も
に
微
笑
み
、

黙
る
の
だ
。

想
像
し
て
ほ
し
い
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
に
教
員
は
い
る
だ
ろ

う
か
。
中
間
視
察
に
来
る
と
し
て
も
、
常
時
傍
ら
に
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
コ
ー
オ
プ
教
育
は
、
米
国
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
同
義

で
あ
り
、
長
期
の
も
の
は
半
年
か
ら
一
年
以
上
も
学
生
が
職
場
に
一

人
放
り
込
ま
れ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
真
に

自
律
的
な
姿
勢
や
思
考
が
獲
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
誰
も
、
教
え
て

は
な
ら
な
い
の
だ
。

す
る
と
、
こ
こ
で
第
二
の
反
応
が
返
っ
て
く
る
。「
な
ん
て
こ
と

だ
！　

そ
れ
で
は
学
生
に
丸
投
げ
で
は
な
い
か
」。
ま
ぁ
、
冷
静
に
。

資
料
２
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
コ
ー
オ
プ
演
習
二
年
度
目
の

二
〇
〇
六
年
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
の
学
生
チ
ー
ム
の
活
動
模
様
の
観

察
メ
モ
を
も
と
に
集
約
し
た
教
員
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
（
詳
細

は
、
国
際
学
会
の
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｅ
、
日
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
学
会
で
発

表
）。
実
質
、
半
年
間
に
も
及
ぶ
コ
ー
オ
プ
演
習
で
の
指
導
教
員
の

役
割
は
、
コ
ー
オ
プ
教
育
の
基
本
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
を
守
る

教
育
手
法
に
徹
す
る
、
に
尽
き
る
。
つ
ま
り
、
教
え
ず
、
傍
で
見
守

り
続
け
る
の
で
あ
る
。

学
生
の
集
中
力
は
、
必
ず
大
き
な
波
を
打
つ
。
ほ
ぼ
決
ま
っ
た
周

期
が
あ
る
の
だ
。し
か
も
チ
ー
ム
の
個
性
や
課
題
と
の
相
性
等
か
ら
、

好
循
環
（
活
性
）
チ
ー
ム
と
悪
循
環
（
不
活
性
）
チ
ー
ム
に
分
化
す

る
の
も
お
決
ま
り
の
コ
ー
ス
だ
。
指
導
教
員
の
大
事
な
役
割
は
、
周

期
的
な
低
迷
期
や
不
活
性
チ
ー
ム
に
陥
っ
た
際
に
発
生
す
る
。
学
生

に
と
っ
て
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
体
像
を
思
い
起
こ
さ
せ
、
課
題

解
決
の
負
荷
の
前
に
つ
い
萎
縮
し
が
ち
な
気
持
ち
を
解
し
て
や
る
必

要
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
何
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
具
体
的
な

教
示
は
極
力
避
け
た
い
。
せ
め
て
、
考
え
る
際
の
ヒ
ン
ト
程
度
に
止

め
る
。
走
る
方
向
性
と
ペ
ー
ス
配
分
だ
け
の
役
割
を
持
つ
、
マ
ラ
ソ

ン
ラ
ン
ナ
ー
に
対
す
る
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
に
な
ぞ
ら
え
て
、
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
（Pace M

aker

）
教
育
手
法
と
命
名
し
た
。
世
に
言
う



18大学と学生 2011.2

特集・学生支援体制の現状と展望
����１　������における評価につい�

達成目標 向上目標 体験目標

認知的領域

(Cognitive Domain)
知識、理解等

（知識、理解）

論理的思考力、創造
性等

（思考・判断）
発見等

情意的領域

(Affective Domain)
興味、関心等

（興味、関心）

態度、価値観、倫理
観等

（態度）

触れ合い、

感動等

精神運動的領域

(Psychomotor Domain)
技能、技術等

（技能、表現） 練達等 技術的達成等

B.S.Bloom の教育目標分類学（Taxonomy）

　産官学地連携教育における二つの教育目標（評価軸）

１、学�の成�（認知的領域＋精神運動的領域）

「○○○ができるようになった」

２、価値観（情意的領域）

「見方が○○○に変わった」

目標類型と目標領域の観点からの代表的目標例の分類　
　　（梶田、1978）

���－��������に��る評価に���

B.S.Bloom の教育目標分類学（Taxonomy）に基づく評価指標の整理－１

１、学�の��（認知的領域＋精神運動的領域）「○○○ができるようになった」

評価分類 評価項目 評価軸（基準）

学問の
応用力

（評価軸１）
基礎学力の向上

演習における学習活動の中で、専攻学問に関わる基礎学力が向上した

（評価軸２）
知識の獲得

演習における学習活動の中で、専攻する学問に必要な幅広い知識を獲得するこ
とができた

（評価軸３）
学問の応用

演習における学習活動の中で、専攻する学問を実際に応用することができるよう
になった

チーム
活動

（評価軸４）
成果への貢献

チームの到達した成果に貢献することができた

(評価軸５）
チーム活動への寄与

メンバーの意見を取り入れながら、率直に自らの意見も主張し、建設的な議論を
展開できるようになった

（評価軸６）
情報の収集、活用

必要な情報を取捨選択し、収集および活用することができるようになった

問題発見、
課題解決

能力

（評価軸７）
課題の理解

相手（課題提示者）の意図を読み取り、期待されるものを理解できるようになった

（評価軸８）
問題の発見

論理的な思考から、問題の所在を見出すことができるようになった

（評価軸９）
課題の解決

独創的なアイディアを発案できるようになった

���－��������に���評価に���

評価分類 評価項目 評価軸（基準）

価値観

（評価軸１０）
観察力の涵養

物事をイメージにとらわれず、客観的に観察し理解するようになった

（評価軸１１）
視野の拡充

ものの見方、考え方が根本から広がり、深まった

（評価軸１２）
自律の達成

自律的な学びの意識、姿勢が育まれた

B.S.Bloom の教育目標分類学（Taxonomy）に基づく評価指標の整理－２

２、価��（情意的領域）「見方が○○○に変わった」

リーダーシップ

（評価軸１３）
チームの運営

半年間のチームの活動を、当初の計画どおり遂行することができた

（評価軸１４）
チームの統括

メンバーの意見を汲み上げつつ、チームとしての円滑な活動を推進することがで
きた

（評価軸１５）
メンバーへの配慮

メンバーに対して公平に接し、学び合うことができた
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フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
タ
ー
と
若
干
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
異
な
り
を
理
解
い
た

だ
け
た
ろ
う
か
。
ラ
ン
ナ
ー
（
学
生
）
に
タ
ッ
チ
（
教
示
）
し
た

ら
失
格
な
の
で
あ
る
。

蛇
足
な
が
ら
、
こ
こ
で
第
三
の
反
応
が
厳
し
く
飛
ん
で
く
る
。

「
実
に
、（
教
員
は
）
楽
そ
う
だ
」。

と
ん
で
も
な
い
。
学
生
は
教
え
ら
れ
る
こ
と
に
慣
れ
き
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
、
指
示
待
ち
族
が
産
み
落
と
さ
れ
る
の
だ
。
と
も
か

く
、
教
え
て
く
れ
な
い
教
員
へ
の
反
応
は
、
概
し
て
冷
た
い
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
本
質
を
理
解
さ
せ
な
い
と
、
ま
る
で
敵
を
見
る
か
の

よ
う
な
目
線
を
送
っ
て
く
る
。
辛
い
こ
と
こ
の
上
な
い
が
、
受
講

生
の
自
律
促
進
の
た
め
に
は
心
を
鬼
に
、
微
笑
み
続
け
る
の
で
あ

る
。

Taxonom
y

に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
評
価
手
法
を
入
手

も
う
ひ
と
つ
。
コ
ー
オ
プ
演
習
を
通
じ
て
大
き
な
成
果
を
手
に

し
た
。
そ
れ
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
評
価
手
法
で
あ
る
。
幸
い
な
こ
と

に
、
こ
の
年
度
は
共
通
教
育
推
進
機
構
の
前
身
で
あ
る
大
学
教
育

開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
に
所
属
し
て
い
た
関
係
で
、
学
内
の
教
育
学

の
専
門
家
と
の
交
流
が
本
格
化
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
現
場
で

起
こ
る
様
々
な
事
象
を
、
事
あ
る
ご
と
に
持
ち
込
み
相
談
し
て
い

る
中
で
、
大
い
に
示
唆
を
受
け
た
の
が
教
育
目
標
分
類
学

（T
axonom

y

）
に
よ
る
人
間
的
成
長
の
計
測
だ
っ
た
。
人
間
の

成
長
を
定
性
的
あ
る
い
は
定
量
的
に
測
る
こ
と
は
い
ず
れ
も
至
難

の
業
で
あ
る
。Bloom

に
よ
るT

axonom
y

は
、人
の
成
長
を「
～

で
き
る
よ
う
に
な
る
（
認
知
的
・
精
神
運
動
的
領
域
）」
と
「
～

が
変
わ
っ
た（
情
意
的
領
域
）」の
二
側
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。

そ
の
手
法
を
コ
ー
オ
プ
演
習
の
活
動
工
程
に
組
み
込
み
開
発
し
た

の
が
資
料
３
の
評
価
指
標
で
あ
る
。

並
行
し
て
理
論
（
座
学
）
の
整
備
に
着
手

こ
こ
ま
で
、
立
命
館
大
学
が
産
学
連
携
教
育
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
、
コ
ー
オ
プ
教
育
）
を
コ
ア
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
展
開
し
て

き
た
経
緯
を
述
べ
た
。
こ
れ
と
歩
み
を
一
に
し
て
全
学
を
対
象
と

す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
群
を
開
講
し
て
い
る
。
理
論
と
実
践
の

両
輪
が
展
開
し
て
こ
そ
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
だ
か
ら
だ
。

正
課
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
を
配
置
す
る
に
当

た
り
、
こ
こ
で
も
ま
ず
概
念
の
整
理
を
行
っ
た
。「
継
続
的
な
キ

ャ
リ
ア
発
達
段
階
に
応
じ
、
接
続
と
統
合
を
図
り
な
が
ら
従
来
の

教
育
を
見
直
す
改
革
運
動
」。
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
元
祖
、
米
国
で

ホ
イ
ト
（H

oyt

）
が
行
っ
た
定
義
づ
け
だ
。
人
間
は
誰
し
も
、

経
験
と
時
間
に
応
じ
た
一
定
の
成
長
、
つ
ま
り
キ
ャ
リ
ア
発
達
が

あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
連
続
（
継
続
）
性
を
有
す
る
。
だ
か
ら
こ
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特集・学生支援体制の現状と展望

４
回

生

　

　
　

３
回
生

２
回

生
１

回
生

国関 法 文 産社 政策 経済 経営 情理 理工

　全学インターンシップ・プログラム（単位認定型）

就労観等
の

確立

専攻学問
の

再検証

他者
（人間、組織、

社会等）
を

認識する

自己
を

理解する

　　　　　　 立命館大学　全学型キャリア教育科目2006

キャリア形成論Ⅲ（会社と科学）

　インターンシップ入門（就労と科学）　　

ＣⅢ

入門

研
究

科

コーオプ演習（理論の実践）　半年間に及ぶ課題解決型コーオプ教育

コーオプ教育概論（理論と実践）　産学連携教育の基礎学習と応用

コーオプ演習（理論の実践）　半年間に及ぶ課題解決型コーオプ教育　

コーオプ教育概論（理論と実践）　産学連携教育の基礎学習と応用

コーオプ教育概論（理論と実践）　産学連携教育の基礎学習と応用

４
回

生

　

　
　

３
回
生

２
回

生
１

回
生

国関 法 文 産社 政策 経済 経営 情理 理工

　全学インターンシップ・プログラム（単位認定型）

就労観等
の

確立

専攻学問
の

再検証

他者
（人間、組織、

社会等）
を

認識する

自己
を

理解する

　　　　　　 立命館大学　全学型キャリア教育科目2007

　　　　キャリア形成論Ⅰ（自己と科学）

キャリア形成論Ⅲ（会社と科学）

　インターンシップ入門（就労と科学）　　

映像

ＣⅢ

入門

研
究

科

コーオプ演習（理論の実践）　半年間に及ぶ課題解決型コーオプ教育

コーオプ教育概論（理論と実践）　産学連携教育の基礎学習と応用

コーオプ演習（理論の実践）　半年間に及ぶ課題解決型コーオプ教育　

コーオプ教育概論（理論と実践）　産学連携教育の基礎学習と応用

コーオプ教育概論（理論と実践）　産学連携教育の基礎学習と応用

４
回
生

　

　
　

３
回
生

２
回
生

１
回

生

国関 法 文 産社 政策 経済 経営 情理 理工

　全学インターンシップ・プログラム（単位認定型）

就労観等
の

確立

専攻学問
の

再検証

他者
（人間、組織、

社会等）
を

認識する

自己
を

理解する

　　　　　　 立命館大学　全学型キャリア教育科目2008

　　　　キャリア形成論Ⅰ（自己と科学）

－思想、哲学、数学、教学理念による学びの展望－

　　キャリア形成論Ⅱ（学びと仕事）
－ビジネス一線講師により職業人生を展望－

キャリア形成論Ⅲ（会社と科学）
　　　　　　　－立命の英知を結集－

　インターンシップ入門（就労と科学）
－産学連携教育、課題解決、エントリー対策－　

　

Ⅱ

映像

ＣⅢ

入門

研
究
科

コーオプ演習（理論の実践）　半年間に及ぶ課題解決型コーオプ教育

コーオプ教育概論（理論と実践）　産学連携教育の基礎学習と応用

コーオプ演習（理論の実践）　半年間に及ぶ課題解決型コーオプ教育　

コーオプ教育概論（理論と実践）　産学連携教育の基礎学習と応用

コーオプ教育概論（理論と実践）　産学連携教育の基礎学習と応用

Ⅰ

薬 生命

資料 4-1

資料 4-2

資料 4-3
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特集・学生支援体制の現状と展望
そ
、
語
源
がCareer

（
轍
）
に
あ
る
わ
け
だ
。
接
続
と
は
時
系
列

に
お
け
る
連
続
性
を
意
味
し
、
初
等
、
中
等
、
高
等
教
育
の
連
関
が

そ
の
典
型
だ
が
、
学
内
で
そ
れ
を
完
結
し
よ
う
と
い
う
試
み
。
統
合

と
は
横
断
的
な
相
関
を
意
味
し
、
全
学
と
学
部
の
垣
根
を
越
え
た
科

目
配
置
や
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
内
外
を
つ
な
ぐ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

コ
ー
オ
プ
教
育
を
指
す
。

全
学
型
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
を
接
続
と
統
合
の
概
念
で
体
系
化

こ
う
し
た
概
念
整
理
を
も
と
に
、
立
命
館
大
学
の
全
学
型
キ
ャ
リ

ア
教
育
科
目
を
京
都
府
（
衣
笠
）、
滋
賀
県
（
び
わ
こ
草
津
）
の
両

キ
ャ
ン
パ
ス
で
並
行
し
て
体
系
化
す
る
こ
と
と
し
た
。
資
料
４
は
、

体
系
化
完
成
年
度
の
二
〇
〇
八
年
度
に
至
る
三
年
間
の
変
遷
で
あ

る
。
将
棋
の
駒
型
が
学
部
を
示
す
。
左
側
が
京
都
の
衣
笠
キ
ャ
ン
パ

ス
、
右
側
が
滋
賀
の
び
わ
こ
草
津
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
部
。
図
の
左
端

が
キ
ャ
リ
ア
発
達
段
階
を
表
す
。
二
〇
〇
七
年
度
「
キ
ャ
リ
ア
形
成

論
Ⅰ
」、
二
〇
〇
八
年
度
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
論
Ⅱ
」
の
開
講
で
ひ
と

ま
ず
、
体
系
化
の
当
初
目
標
を
達
成
し
た
。
体
系
化
の
基
本
的
な
考

え
方
は
、
一
九
九
九
年
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
「
初
等
中
等
教
育

と
高
等
教
育
と
の
接
続
の
改
善
に
つ
い
て
（
通
称
、
接
続
答
申
）」

で
求
め
た
キ
ャ
リ
ア
発
達
段
階
を
、
大
学
四
年
間
の
学
び
の
中
に
織

り
込
み
完
結
さ
せ
よ
う
と
い
う
試
み
だ
。
各
科
目
は
キ
ャ
リ
ア
発
達

段
階
に
応
じ
た
接
続
の
概
念
で
内
容
を
組
み
立
て
、
統
合
概
念
に
よ

る
学
部
横
断
の
設
計
を
と
る
。

こ
こ
に
学
部
が
独
自
に
開
講
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
が
縦
構
図

で
存
在
す
る
。
こ
の
縦
（
学
部
）
横
（
全
学
）
展
開
こ
そ
、
立
命
館

大
学
の
座
学
型
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
特
長
で
あ
る
。
学
部
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
は
専
門
教
育
に
立
脚
す
る
点
が
重
要
で
あ
り
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
中
核
で
も
あ
る
。
全
学
型
は
学
び
の
気
づ
き
に
、
つ
ま
り
教
養

教
育
に
引
き
寄
せ
、学
部
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
補
完
す
る
役
割
に
徹
す
る
。

立
命
館
大
学
の
目
指
す
も
の

現
在
、
立
命
館
大
学
は
教
養
教
育
改
革
の
最
中
に
あ
る
。
筆
者
も

二
〇
〇
八
年
度
よ
り
共
通
教
育
推
進
機
構
キ
ャ
リ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー

に
属
し
、
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
。
大
学
設
置
基
準
に
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
正
課
化
が
盛
り
込
ま
れ
る
今
日
、
総
合
大
学
の
特
性
を
活
か
し

た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
展
開
は
避
け
て
通
れ
な
い
教
育
改
革
の
王
道
と

考
え
る
。
そ
の
上
で
、
学
生
支
援
の
基
本
は
「
選
べ
る
こ
と
」
だ
ろ

う
。
座
学
（
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
）
と
実
践
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

コ
ー
オ
プ
教
育
）、
接
続
（
学
部
型
キ
ャ
リ
ア
教
育
）
と
統
合
（
全

学
型
キ
ャ
リ
ア
教
育
）。
学
生
が
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
発
達
段
階
に
照

ら
し
、
常
に
相
応
し
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
択
で
き
る
こ
と
。
こ

れ
が
、
立
命
館
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
屋
台
骨
で
あ
る
。


